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事 業
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会計 款 項 目

一般会
計

道路橋
りょう

土木費 道路橋りょう
総務費

説明事業

道路網構想推進費

戦略項目
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決定額 15,00015,000
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15,00015,000 15,00015,000

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

一般財源

番号

道路啓開計画対策事業費

１　事業の概要

県内の道路啓開計画作戦「埼玉の扇」を実行するために

必要な計画策定、体制作り、道路啓開支障箇所の改善に

ついて検討を行う。

（１）埼玉県道路啓開計画検討業務費　15,000千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

95,000千円×1人＝95,000千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　首都直下地震は今後３０年以内に発生する確率が７０％と切迫している。
　　　よって本県が首都機能のバックアップ及びバックヤード機能の充実を図る必要がある。
　　　このため、国の首都直下地震道路啓開計画「八方向作戦」と連動した県内の道路計画計画作戦「埼玉の扇」を実行
　　するために必要な計画策定、体制作り、道路啓開支障箇所の改善について検討を行う。

（２）事業計画
　　ア　調査、整理
　　　　内閣府の被害想定や県の地域防災計画等の資料をもとにして、被災リスクを想定し、緊急輸送道路ネットワーク
　　　との重ね合わせを行い、被災リスクと道路ネットワークの関係を整理する。
　　イ　計画策定
　　　　国、高速道路会社、警察など関係機関との協議により、優先道路啓開路線の決定及び事前に改善すべき道路啓開
　　　ボトルネック箇所の抽出、道路啓開実施のタイムラインを作成するなどして道路啓開計画を策定する。

（３）事業効果

　　路啓開を実施することが可能となり、本県が首都をバックアップする要となることにより、被害の拡大を最小限に抑
　　　本計画を策定することにより、首都直下地震の発生の際に、国、警察、市町村、災害協定業者と連携して迅速な道

　　え、安心安全な県土づくりを実現することができる。

(単位：千円)

分野施策


